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31) 最近経験せる骨腫療の 2例について

国立習志野病院整形竹内 孝

千大整形鈴木弘裕 

37才女子で右側腰痛および坐骨神経痛を主訴と
し，臨床的に椎間板ヘルニア症を疑いミエログラフ
ィ一所見より RuckenmarkTumorと診断し，手
術所見，病理所見より第 1仙椎より発生せる Juxta-
cortical chondrom (Jaffe)と診断された症例と，
21才男子で外傷後右腫骨部痛を訴え X線学的に
solitary bone cystと診断し病理学的に Haemo-
angioma racemosumと診断され，骨掻腿，骨移植 
術を施行し，経過良好な症例を経験した。 
32) 骨侵蝕像を呈した腫霧3例の経験
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第 1例 グロムス腫虜 
49才，女性，左栂指末節外側に発生した大豆大の
腫癌，自発痛，接触痛著明， X線的には末節骨に圧
迫性骨侵蝕像を呈した。
第 2例 Haemoangioblastoma 
23才，女性，右前腕尺側に発生した揖指頭大の腫
蕩， X線的に尺骨中枢部に境界鮮明な骨透亮像を認
め，骨嚢腫を疑わしめたが，病理学的には Haemo-
agioblastomaであった。
第 3例健鞘性巨細胞腫 
24才，男性，右足背部に発生した示指頭大，骨性
硬の腫痛， X線的には第 3，第 4IDJ:中足骨に圧迫性
骨侵蝕像を呈す。
以上われわれの 3例の腫癌を経験したので，症例
報告とした。
33) 骨肉腫に制癌剤の局所濯流療法を行なった 1
例 
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16才男子の大腿骨々肉腫に対し，国立千葉病院式
人工心肺装置を用いてナイトロミン 270mg(5 mgj 
kg)をヘパリン血 1000ccに混じ大腿動静脈より局
所潅流を約 1時間にわたって施行した。濯流液に混
じた山1RISAを指標として漏出率を測定してみる
と全経過を通じて漏出を 5%以下に止めることがで
きた。術後の経過は良好で，腫癌の縮小と仮骨によ
り包埋が行なわれ，かつ肺転移も認められないの
で，瀧流施行5ヵ月後腫虜の摘出を行なうと同時
に，自家排骨片をその欠損部に移植した。摘出術施 
行 5カ月の今日，再発，転移の発現を見ず，移植片
の末梢端の癒合は完成していないが経過はきわめて
良好である。なお組織学的にも濯流時採取標本に比
し，摘出標本組織像も腫虜細胞の崩壊，壊死が広く 
みられ，本法の効果について確認することができ 
た。 
34) 大転子部巨細胞腫に対し人工大腿骨を使用せ
るー症例について
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8年前腰椎圧迫骨折の既往症を有し，今回転倒打
撲により発症に気づいた 27才男子の左大転子部巨
細胞腫に対し，病理組織学的には第 2度， X線学的
には第 II度であったが，一応骨病巣の掻胞と骨移
植で経過を観察したが，術後4カ月で再発を呈し，
大腿骨下端で骨切除を施行，大腿骨頭を含めて病巣
部を完全刻除し，ナス NAS84L鋼を支柱とせるア 
クリール樹脂製 Eicher型人工大腿骨を挿入，順調
な経過をとり，術後 2年 8ヵ月の現在腫虜の再発転
移などなく，また日常の動作機能にも障害なきー症 
例について報告した。 
35) 股関節部の手術症例について
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昭和 37年 11月より 41年 7月までの症例 37例の
うち，亜脱臼および脱臼股関節に対する骨盤水平骨 
切り術6例，大腿骨頚部内側骨折に対する人工骨頭
6例，外側骨折に対する重複プレート法7例の経験
を中心に述べた。
いずれの手術も，後療法を早期に開始し得て，侵 
襲が少なく，患者の負担が経済的にも肉体的にも非
常に軽減されることが特長である。 
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